




協議会名：河内長野市地域公共交通会議

評価対象事業名：地域公共交通調査事業（計画推進事業）

①事業の結果概要
③事業の今後の改善点
（特記事項含む）

モビリティマネジメントの実施【くすまる体験乗車】

・公共交通不便地域において、新たな公共交通の導入に向
けた意識醸成を図るために、地域での勉強会を通じて楠ヶ
丘乗合地域タクシー（くすまる）の体験乗車について検討し
た。
・議論の結果、地域として、現時点では必要性が無い、との
ことであったため、今年度中の実施には至らなかった。
（参考）
・向野町地域　　5月、10月
・桐ヶ丘地域　　6月、10月、12月、2月（予定）

Ｂ

・事業が計画に位置付けれらた目標を達成できない
見込み（体験乗車まで至らない予定）
・理由
（向野町地域）
　地域の中で、乗合タクシーなどの必要性以前に、レ
ンタサイクルや歩道拡幅など、別の視点での交通対
策を考えているため。
（桐ヶ丘地域）
　役員の交代はあったものの、前年度に一度体験して
おり、現在は次の段階（ニーズ調査）に向けた議論に
移っているため。

・体験乗車は、地域が主体的に取り組むという意識醸成を図
る上で貴重な体験である。
・よって、今後も地域の実情に応じて、一つの手法としていつ
でも実施できるよう体制は整えておく。
・また、公共交通空白不便地域解消の取り組みとして、他地
域への拡充も図れるよう併せて取り組んで行く。

企画乗車券PRチラシ・ポスターの作成

・沿線の観光、商業施設等でカードを提示した場合に有効な
割引情報等を記載したチラシ・ポスター等を作成・配布し、利
用促進やまちの活性化を図る予定。
（参考）
チラシA3二つ折　50,000部、ポスターB2　200枚　B3　100枚

Ａ
・事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施さ
れる見込み

・特典協力をしてくれる施設や店舗について、バス事業者と
共に依頼にまわるなど、数を増やし魅力あるチラシ等の作成
を行っていく。
・また、完成後は、より多くの方にチラシ等を受け取ってもら
えるよう、配架施設の充実を図って行く。

地域におけるワークショップの開催【勉強会】

・公共交通不便地域である桐ヶ丘地域において、6月、10
月、12月と勉強会を開催した。
・現在、近隣地域も巻き込み、ニーズ調査を行う方向で検討
中。
・現段階では、講師を招へいまでは至っていない。

地域におけるワークショップの開催【バスの乗り方教室】

・市商工祭において、バスを展示し乗り方教室を実施。
・また、本年度作成した総合時刻表冊子についてのアン
ケートを実施。

Ｂ

Ａ

・事業が計画に位置付けれらた目標を達成できない
見込み（講師招へいまで至らない予定）
・理由として、地域が自らが方向性を考えて行く中に
おいて、現時点はニーズ調査という段階であるため
（勉強会の方向性がもう少し確定してきた時点で実施
する予定）

・事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施さ
れた

・地域住民の意識の醸成を図れるよう、今後も引き続き勉強
会に参加する。
・ニーズ調査が進展した後は、第三者である講師を招へい
し、地域が抱える課題解決に向けた支援を行えるよう努力す
る。

・次年度においても引き続き、バス事業者の協力を得ながら
乗り方教室を実施する。
・普段バスを利用したことのない子ども連れの家族などに対
し、乗り方教室を通じてバスへの理解を促し、今後のバス利
用の促進を図っていく。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画推進に係る事業）

②事業実施の適切性
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 河内長野市地域公共交通会議            事業名：平成２８年度地域公共交通調査事業（計画推進事業） 

計画推進事業の概要 

参考資料 

具体的取り組みに対する評価 

アピールポイント（特に工夫した点） 

形成計画への影響 

※枠が足りない場合等適宜作成可、必要に応じて参考資料を添付願います。 

評価から得られた課題、対応 

○計画推進事業の実施経緯 

 ・平成27年度に策定された「地域公共交通網形成計画」に基づき、地域公共交
通の維持確保を目的とした利用促進のための事業などを実施。 

 

○計画推進事業に際しての定量的目標 

 ・公共交通サービスへの不満足度 43.7％⇒40％ 

 ・バス年間利用者数 100⇒100 

 

○計画推進事業を行うエリアの地域特性、公共交通の概要、問題点 

 ・公共交通利用者数の減少 

 ・公共交通空白・不便地域の存在 

 

○事業内容・事業結果 

 ・企画乗車券の周知・広報（実施見込み） 
 ・地域におけるワークショップの開催（勉強会）（実施時期を延期） 
 ・地域におけるワークショップの開催（バスの乗り方教室）（実施） 
 ・モビリティマネジメント（くすまるの体験乗車）（実施時期を延期） 
   

 

・河内長野市の概要 

   【人口】 108,488人 

   【面積】 109.63平方キロメートル 

   【高齢化率】 31.8％ 

   （平成28年12月末） 
 

・河内長野市地域公共交通会議 

 開催状況  

   【平成28年度】 5回※開催予定 

   ※うち2回書面開催 

 

 

 

 

 

 

                               

                                 

                                【河内長野市の公共交通網】                    

 

  

○公共交通利用促進の取り組みに対する評価 

 ・バス路線の認知度向上や利用機会の拡大に繋がる取り組みとして、沿線観光、商業施設等で企画
乗車券を提示した場合の特典等を記載したPRポスター・チラシを作成し、駅、観光案内所、観光施設、
公共施設などにて配布する予定。更に今年度は、協賛事業者を増やす予定。 

 ・バスの乗り方教室については、南海バスの協力を得て、普段バスを利用したことのない子どもなどに
も広く理解促進が図れた。 

 ・乗合タクシーの体験乗車やワークショップについては、実現には至っていないものの、地域での乗合
タクシーの試行運行に向けた自発的な行動を促す機会づくりに努めた。 

○「企画乗車券PRポスター・チラシ」 
 ・昨年度より路線バス利用者への特典協力をしてくれる施設や店舗を増やす予定。 

 ・観光やまちづくりの視点も十分に入れ、商工会や商店会などの協力も得ながら、魅力あるポスター、
チラシを作成する予定。 

○「地域におけるワークショップの開催（バスの乗り方教室）」 
 ・ 市役所で行われた商工祭において、実際にバスを展示し、アンケートや教室のほか、バス運転手の
制服を着て写真撮影が出来るブースなどを設置。普段バスを利用したことのない子ども連れの家族など
に対し、バスに親しみを持っていだだくと共に、理解促進を図ることができた。 

○実施事業の今後の対応 

 ・「企画乗車券PRポスター・チラシ」については、特典協力をしていただける施設や店舗の充実を図るべ
く、バス事業者とも協働で取り組んでいく。 

 ・「地域におけるワークショップの開催」として実施した「バスの乗り方教室」については、次年度において
も引き続き、バス事業者の協力を得ながら実施する。 

 ・「モビリティマネジメント」として実施した「楠ヶ丘地域乗合タクシーくすまるの体験乗車」及び「講師を招
へいするワークショップ」については、今年度中の実施には至らない予定である。しかしながら、地域が主
体的に取り組む必要があるという意識醸成を図る上では非常に大切である。したがって、今後も引き続き、
地域での勉強会に入り続けながら、いつでも実施できる体制を整えるなど、支援を継続していく。 

形成計画の目標の1つとして「将来のまちづくりを支えるための公共交通サービスの提供」を掲げ、その
中で「バスマップの作成・配布」「観光資源と路線バスを活用した取り組みの実施」「モデル的な取り組み
の他地域への啓発」「地域に合った公共交通の試行運行を検討」といった事業を実施または実施する見
込みとなった。 
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協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

南海バス株式会社 日野・滝畑コミュニティバス

南海バス株式会社
日野・滝畑コミュニティバス２
（奥河内くろまろの郷経由系
統）

南海バス株式会社
路線バス小深線２（石見川系
統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：45,882人→Ｈ28：43,037人

山間部の集落へ向かう路線のため、特
に高齢化やマイカー利用の影響を受け
やすく、新たな需要喚起も難しい。
⇒日常生活でのマイカーとバス利用の
賢い使い分け等の情報発信を検討し、
維持に努める。

南海バス株式会社
路線バス高向線１（高向起終点
系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：80,030人→Ｈ28：73,074人

日野・滝畑コミュニティ（輸送人員増）と
並走しているため利用者が分散してい
ると考えられる。
⇒日野・滝畑コミュニティと連携した利
用促進策の検討やニーズ把握に努
め、相乗効果で利用者維持を図る。

南海バス株式会社
路線バス天野山線５（旭ヶ丘系
統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：178,716人→Ｈ28：181,019人

南海バス株式会社
路線バス天野山線４（天野山起
終点系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された B

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→×
Ｈ27：16,838人→Ｈ28：16,370人

南海バス株式会社
路線バス天野山線３（サイクル
センター系統）

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：7,674人→Ｈ28：10,871人

【前回評価結果】
利用促進の１つとして実施して
いるバスマップについて、どの
程度認知され利用されている
のかなど、利用者側からの評
価も必要である。

【反映状況】
市制モニター制度の活用やイ
ベント時にアンケートを実施す
るなどにより、認知度や利用者
の声を聞きとり、次の取り組み
に反映。
具体に、バスマップでは使いや
すさや見やすさ等では概ね好
評を得たものの、情報量や情
報の種類に関してはモデル
ルートや所要時間が欲しいと
いった意見があり、次年度の作
成の総合時刻表や企画乗車券
ＰＲチラシで反映するようにし
た。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

河内長野市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維費国庫補助金

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

天野山線4は輸送人員で目標未達成と
なったが、天野山線３系統の合計では
Ｈ27年度203,228人からＨ28年度
208,260人と増加している。特にサイク
ルセンター系統が大幅に伸びているこ
とから、利用促進のために、施設と連
携したＰＲ活動に一定の効果があった
と考えられる。
⇒３系統は輻輳している部分が多いこ
とから、３系統で総合的に利用促進に
努め、維持充実を図っていく。
⇒今後、バスロケーションシステムの導
入や市広報でバスを利用したお出かけ
特集等も予定しており、引き続き利用
促進に努めることで、輸送人員の維
持・増加を目指していく。

Ａ

【運行回数】
目標：現状維持→実績：〇
【輸送人員】
目標：維持もしくは増加→〇
Ｈ27：79,577人→Ｈ28：82,068人

沿線上に点在する商業・レジャー施設
と連携し、バス利用の目的となる施設
のイベント情報等を積極的に発信する
ことで、引き続き、需要喚起に努める。

A
事業が計画に位置づけられた
とおり、適切に実施された
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 河内長野市地域公共交通会議      
※事業の目的、計画内容、定量的な目標 

  

 

・総合連携計画など上位計画に掲げられた地域公共交通に関する目標や期間 

 

・地域公共交通施策以外の関連施策との整合性 

 

・生活交通の確保に際して考慮すべき事項        

   

事業名：平成２８年度地域内フィーダ系統 

 ※参考となる資料を添付  

 

 

 ・地域特性、人口や高齢化率 

 

 ・地域の概要図 

 

 ・協議会等開催状況  など                       

 

  

具体的取り組み （D） 

取組みに対する評価 （C） 

自己評価から得られた課題、対応 （A） 

アピールポイント、特に工夫した点など 

※実施した案件の今後の改善点 

※自己評価から得られた課題とその対応 

※目標未達の場合は、達成に向けた方針 

※事業概要、取組み状況、検討手順 

 

 

※枠が足りない場合等適宜作成可、必要に応じて参考資料を添付願います。 

※ネットワーク計画に掲げられた目標値の達成状況 

※未達の場合は協議会が認識する原因 

※事業未完の場合は協議会が認識する達成状況 

概要図･参考資料 

目的 計画 目標 （P） 

○事業の目的 

  公共交通の利用促進につながる取り組みを進め、市内を運行する路線バスや  

  コミュニティバス等の公共交通の維持・発展を図る。 

 

○計画内容 

  「河内長野市地域公共交通網形成計画」等に基づき、様々な公共交通の利用 

  促進に繋がる取り組みを実施することにより、総合的に既存路線の維持・発展 

  を図り自動車等を利用できない方や通勤・通学等の社会活動、買物・通院等の 

   普段の生活に必要となる移動手段を確保する。 

  

○定量的な目標（各路線における対前年度実績） 
  ・運行回数の維持 

  ・輸送人員の維持もしくは増加   

・河内長野市の概要 

  【人口】 108,488人 

  【面積】 109.63平方キロメートル 

  【高齢化率】 31.8％ 

  （平成28年12月末） 
 

・河内長野市地域公共交通会議 

 開催状況  

  【平成28年度】 5回※開催予定 

  ※うち2回は書面開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               【河内長野市の公共交通網】                       

 

  

○「河内長野市地域公共交通網形成計画」及び 「地域公共交通調査等事業」等に基づき、公共交通の利用促進につな 

  がる取り組みを実施（H27年10月～H28年9月） 
  ・電車、バス、タクシーなどの市内の公共交通情報（時刻表、路線、乗り場、運賃等）を1冊にまとめた「河内長野 

   ナビ」を50,000部作成し、全戸配布。 

  ・企画乗車券ＰＲによりバス利用者増を図る目的で、沿線上の商業・レジャー施設と連携し利用特典を用意。施設への 

   アクセス方法や特典内容を掲載したチラシ・ポスターを作成し、公共施設等で配布するとともに、市内の小中学校の 

   全児童へも配布。 

  ・日野滝畑コミュニティバスについては、特に沿線に野菜直売所等の商業・レジャー施設が点在することから、施設と 

    バス停の関係が分かりやすいようホームページを改良し、バス利用によるお出かけの推進を図った。    

  ・バス沿線施設のイベント情報を作成し、バス車内や駅前、公共施設に掲示。 

○目標達成状況（平成27年10月～平成28年9月） 

  ・運行回数：対象７系統全てで運行回数の維持ができ、目標達成。 

  ・輸送人員：対象７系統のうち、4系統が目標達成、残り3系統は目標未達成。 

  ※目標達成路線･･･日野滝畑コミュニティ1,2、天野山線5（旭ヶ丘系統）、天野山線3（サイクルセンター系統） 
     ※目標未達成路線･･･小深線2（石見川系統）、高向線1（高向起終点系統）、天野山線4（天野山起終点系統） 

         

○小深線2（石見川） 系統キロ数11.2キロ 往路：平日８便・土休日６便、復路：平日５便・土休日７便 

   ・沿線人口の高齢化率が48％と市平均の30％を大幅に超えている。 

⇒高齢者等の移動を確保するためにも路線の維持を図る重要性を広報紙等を通じて発信していく。 

○高向線1（高向） 系統キロ数3.5キロ 往路：平日20便・土休日17便、復路：平日17便・土休日18便 

   ・日野・滝畑コミュニティバス（減尐幅抑制の目標達成路線）と並走しているため、分散している可能性あり。 

⇒並走する日野・滝畑コミュニティバスと連携させた利用促進策の検討やニーズ把握に努める。 

⇒潜在的な通勤・通学利用者の掘り起こしに繋がるような啓発を検討。 

⇒「河内長野市地域公共交通網形成計画」や「地域公共交通調査等事業（計画推進）」等に基づき、総合時刻表入りバ
スマップの配布やワークショップの開催、バスロケーションシステム導入の検討等、様々な公共交通の利用促進策実施。  

 

   

○『河内長野市ナビ』 ：これまで個別に存在した市内の公共交通情報を1冊に集約し、全戸配布。時刻表や運賃表の 余白 

 を有効利用し「おでかけスポット」や「外出による効果」、「運賃表の見方」等の情報も盛り込む等工夫。また各情報に対 

 応したホームページ等のＱＲコードも挿入し、冊子が手元にない場合や今後のダイヤ改正にも対応できるようにした。 

〇『企画乗車券ＰＲチラシ』：引き続き企画乗車券のＰＲを実施するとともに、バス沿線施設と連携し利用者への特典情報 

 を掲載。また、配布先は従来の公共施設関係だけでなく、学校へ協力を要請し市内の全小中学校生へ直接配布するな 

 ど、効果がより高いと見込まれるところを選定（企画乗車券の販売実績も増加）。 

〇『ホームページの改良』 ：文字の羅列が多かったコミュニティバスのサイトを、イラストやイベント情報等を掲載し視覚に 

 うったえる内容に変更。 

○『沿線施設のイベント情報』：コミュニティバス沿線施設のイベント情報を集約発信し、外出のきっかけ作りに努め、 

   需要喚起にも力を入れた。 

 生活路線を維持するため、地域公共交通会議での議論を深め、本市では初となる総合時刻表等を作成するなど、積
極的に公共交通機関の情報の発信に努めた。また、沿線施設のイベント情報を集約発信し外出のきっかけ作りに努め
るなど、より需要喚起に力を入れた。 

 結果、特に沿線に施設等がある日野滝畑コミュニティ1、2及び天野山3（サイクルセンター系統）等については輸送人
員が増加したが、一方で山間地を運行する小深線2（石見川系統）等では新たな需要喚起が難しく苦慮している。 

 今後もバスロケーションシステムの導入や企画乗車券利用者への特典拡大等を予定しており、バス事業者とも協力
しながら、利用環境の全般をより良いものにすることで、総合的にバス路線の維持に努める。 

資料２－４ 



 河内長野市地域公共交通会議      
※事業の目的、計画内容、定量的な目標 

  

 

・総合連携計画など上位計画に掲げられた地域公共交通に関する目標や期間 

 

・地域公共交通施策以外の関連施策との整合性 

 

・生活交通の確保に際して考慮すべき事項        

   

事業名：平成２８年度地域内フィーダ系統 

 ※参考となる資料を添付  

 

 

 ・地域特性、人口や高齢化率 

 

 ・地域の概要図 

 

 ・協議会等開催状況  など                       

 

  

具体的取り組み （D） 

※実施した案件の今後の改善点 

※自己評価から得られた課題とその対応 

※目標未達の場合は、達成に向けた方針 

※事業概要、取組み状況、検討手順 

 

 

※ネットワーク計画に掲げられた目標値の達成状況 

※未達の場合は協議会が認識する原因 

※事業未完の場合は協議会が認識する達成状況 

資料２－５ 

◆市内の公共交通情報を1つにまとめた情報冊子 
「河内長野ナビ」を作成、全戸配布 
 

◆企画乗車券ＰＲチラシ 
 
 市内の全小中学校へ 
 配布 

◆沿線施設のイベント情報を作成 
◆ホームページの見やすさを改善 



 河内長野市地域公共交通会議      事業名：平成２８年度地域内フィーダ系統 

※ネットワーク計画に掲げられた目標値の達成状況 

※未達の場合は協議会が認識する原因 

※事業未完の場合は協議会が認識する達成状況 

資料２－６ 

参考：輸送人員の推移 （単位：人） 

輸送人員の維持もしくは増加：〇 

輸送人員の維持もしくは増加：〇 輸送人員の維持もしくは増加：〇 

輸送人員の維持もしくは増加：× 輸送人員の維持もしくは増加：× 

輸送人員の維持もしくは増加：× 



 

公共交通丌便地域対策について 

 

○これまでの経緯 

 

公共交通丌便地域対策として、「地域の交通を考える勉強会」を開催し進めていく

ことを平成26年 2月 5日開催の地域公共交通会議にて承認を得た。 

 

 ・公共交通丌便地域の解消に向け、町全域が丌便地域の定義に地図上でおさまる３

つの地域【向野町（７自治会）、桐ヶ丘（３自治会）、自由ヶ丘（１自治会）】に

入っていくことになった。 

 ・各自治会長・町会長にお会いした上で、「地域の交通を考える勉強会」の説明を

し、勉強会への参加意向や地域の現状などを含む簡単な調査票へのご協力を依頼

した。１１の自治会・町会（自治会単位で）に依頼。 

 ・結果、回答のあった自治会が下記のとおり。 

  ①向野町 アメニティ長野自治会 

  ②桐ヶ丘 桐ヶ丘中央自治会 

 ・以後、継続した勉強会を開催することとなる。  

 ・更に、他地域への呼びかけも行う（平成27年 6月号広報にて）。 

 

〇現在の状況（案件２ 計画推進事業 自己評価のとおり） 

  ①向野町 アメニティ長野自治会 

  ②桐ヶ丘 桐ヶ丘中央自治会 

 

○今後の展開 

 ・桐ヶ丘中央自治会 アンケート実施に向けた検討。 

  裏面アンケート 参照 

 ・他の地域 意欲のある自治会等は、市としても勉強会等へ参加し、地域と一緒に

なって考えていく。 

 

 

資料３ 

※参考 公共交通丌便地域の定義（河内長野市地域公共交通網形成計画） 

    最寄りの駅・バス停から４００Ｍ以上離れた地域。 

 



 

 

 

 

 

 

 以下の質問について、該当する番号に○を、（ ）内に必要事項を記入願います。なお、このアン

ケートは、桐ヶ丘地域にお住まいの２０歳以上の方に回答をお願いするものです。 

 ご記入いただいたアンケート調査票は、平成２７年１月３１日（土）までに世帯単位で取り
まとめの上、各班長宅のポストへご提出くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

問１ あなたの性別、年齢、職業について教えてください。 

  ①性別  ア．男性  イ．女性 

  ②年齢  ア．20代 イ．30代 ウ．40代 エ．50代 オ．60代 カ．70代 キ．80代以上 

  ③職業  ア．会社員・公務員  イ．自営業・自由業    ウ．農業  エ．専業主婦 

       オ．大学・専門学生  カ．アルバイト・パート  キ．無職  ク．その他（   ） 

 

 

 

問２ 主な外出目的は何ですか。またその目的での外出頻度、時間帯、場所を教えてください。  

    ①主な目的（１つに○） 

   ア．通勤  イ．買物  ウ．娯楽  エ．通院  オ．その他（        ） 

②主な外出頻度（１つに○） 

 ア．週に5日以上  イ．週に3～4日  ウ．週に1～2日  エ．月に1～2日程度 

 オ．その他（          ） 

  ③主に外出する時間（１つに○） 

   ア．６時以前      イ．６時～８時     ウ．８時～１０時    エ．１０時～１２時 

   オ．１２時～１４時   カ．１４時～１６時   キ．１６時～１８時   ク．１８時～２０時 

   ケ．２０時～２２時   コ．２２時以降 

    ④主に帰宅する時間（１つに○） 

   ア．６時以前      イ．６時～８時     ウ．８時～１０時    エ．１０時～１２時 

   オ．１２時～１４時   カ．１４時～１６時   キ．１６時～１８時   ク．１８時～２０時 

   ケ．２０時～２２時   コ．２２時以降 

  ⑤主な外出場所（どちらかに○）  

   ア．河内長野市内（具体的な場所：                     ） 

   イ．河内長野市外（具体的な場所：                     ） 

 

問３ 問２の主な交通手段について教えてください。（複数選択可） 

  ア．徒歩  イ．自転車  ウ．オートバイ・原付  エ．自家用車（自分で運転） 

  オ．自家用車（同乗）   カ．路線バス（大阪狭山市循環バスも含む） 

  キ．タクシー       ク．その他（                   ） 

【１】あなた自身のことについておたずねします。 

― 公共交通に関するアンケート ― 

このアンケート調査は、桐ヶ丘地域の住み良い環境づくりの一環として、地域の公共交通に関する状況を

把握するために実施するものです。アンケート結果は桐ヶ丘地域の公共交通のあり方を検討するための 

基礎資料として活用させていただきます。調査の趣旨をご理解の上、ご協力のほどお願い申し上げます。 

【桐ヶ丘中央自治会】 

 

【２】あなたの主な外出についておたずねします 



 

問４ 桐ヶ丘地域での新たな地域の公共交通の必要性について、あなたの考えを教えてください。 

   ア．今すぐ（１～２年以内）に必要だと思う 

   イ．今すぐには必要ないが、将来的（およそ５～１０年以内）には必要だと思う 

   ウ．今も将来的にも必要ないと思う 

   エ．その他（          ） 

 

問５ 桐ヶ丘地域で新たな地域の公共交通が運行すれば利用すると思いますか。 

   ア．今すぐにでも利用したいと思う 

   イ．今は利用しないが、将来的には利用したいと思う 

   ウ．今も将来的にも利用しないと思う 

   エ．その他（           ） 

 

問６ どのような目的で利用すると思いますか。また、利用頻度等について教えてください。 

①主な目的（1つに○）    

  ア．通勤   イ．買物   ウ．娯楽   エ．通院   オ．その他（        ） 

②主な利用頻度（1つに○） 

  ア．週に5日以上   イ．週に3～4日   ウ．週に1～2日   エ．月に1～2日程度 

 オ．その他（          ） 

  ③主に外出で利用する時間（1つに○） 

   ア．６時以前      イ．６時～８時     ウ．８時～１０時    エ．１０時～１２時 

   オ．１２時～１４時   カ．１４時～１６時   キ．１６時～１８時   ク．１８時～２０時 

   ケ．２０時～２２時   コ．２２時以降 

    ④主に帰宅で利用する時間（1つに○） 

   ア．６時以前      イ．６時～８時     ウ．８時～１０時    エ．１０時～１２時 

   オ．１２時～１４時   カ．１４時～１６時   キ．１６時～１８時   ク．１８時～２０ 

   ケ．２０時～２２時   コ．２２時以降 

  ⑤主な外出場所（どちらかに○） 

   ア．河内長野市内（具体的な場所：                     ） 

   イ．河内長野市外（具体的な場所：                     ） 

 

問７  桐ヶ丘地域で新たな地域の公共交通が運行する場合、乗車運賃とは別に、地元自治会が運行経費の

一部を負担することについて、あなたの考えを教えてください。（１つに○） 

 

   ア．乗車運賃以外に自治会が運行経費の一部を負担してでも新たな地域の公共交通を運行して欲しい 

   イ．乗車運賃以外に運行経費の一部を負担するのなら新たな地域の公共交通は必要ない 

   ウ．その他（                                              ） 

 

問８  公共交通に関するご意見等がございましたらご記入ください。 

      

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

問８ へ 

問８ へ 

【３】新たな地域の公共交通（バスやタクシーなど）についておたずねします。 
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①調査の目的 

 ・バスの利用実態を把握するため。 

 ・今後のバス路線維持・充実に向けた資料にするため。 

②調査内容  

 ・各便の停留所別乗降者数 

 ・ヒアリング調査 

③調査対象便数 

 ・河内長野駅前⇒滝畑ダム、滝畑ダム⇒河内長野駅前 

   第１回  ：滝畑ダム発9便     

            河内長野駅前発9便   

   第２，３回：滝畑ダム発10便     

            河内長野駅前発9便 

④調査員 

   第１回  ：都市創生課員７名     

   第２，３回：都市創生課員６名     

           

  

日野・滝畑コミュニティバス乗込み調査結果について

（報告 

      （H28.5.17(火), H28.8.17(水)実施） 

日野・滝畑コミュニティバス乗込み調査結果（報告）         

実施日 

第1回：Ｈ28.5.17（火） 第2回：Ｈ28.8.17（水） 第3回Ｈ28.11.12（土） 

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト
その他案件①

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
長方形
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2.回答者の性別について。 

1.回答者の年齢について。 

3.日野・滝畑コミュニティバスへの満足度について(第3回より追加した質問項目）。 

第1回 5/17（火）       第2回 8/17（水）       第3回 11/12（土）  

※第1,2回は質問項目になかったため、      

 調査結果なし 

 Ｎ＝101 

 Ｎ＝114 

 Ｎ＝126  Ｎ＝110  Ｎ＝101 

 Ｎ＝124  Ｎ＝115 
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4.利用頻度を教えて下さい。 

6.利用券種について教えて下さい。 

5.利用目的について教えて下さい。 

 Ｎ＝101 

 Ｎ＝94  Ｎ＝80  Ｎ＝91 

 Ｎ＝118  Ｎ＝104  Ｎ＝97 

 Ｎ＝127  Ｎ＝111 

第1回 5/17（火）       第2回 8/17（水）       第3回 11/12（土）  



4 

7.1.それはどのような目的で利用されますか？ 

7.日野・滝畑コミュニティバスのルートや運行時間帯が見直されるとすれば、                                                   

 日野・滝畑コミュニティバスを使って行いたい新たな行動はありますか？(第3回より追加した質問項目）。 

「ある」と答えた方にお伺いします。 

7.2.何時にどのバス停から出発したいですか？ 

7.2.何時にどのバス停に降りたいですか？ 

Ｎ=25   

Ｎ=126   

各回答の内訳 

各回答の内訳 
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8．あなたのご意見をお聞かせ下さい（複数回答可）。 

第1回 5/17（火） Ｎ=91 

第2回 8/17（水） Ｎ=60  

第3回 11/12（土） Ｎ=80   
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◯ダイヤについて 

・1時間に1便あったらいい。乗り遅れると2時間待たないといけない時間帯がある。 

・1時間に2便は欲しい。 

・終バスが早い。終バスを逃してタクシーで帰ることがある。 

・始バスをもう少し早くして欲しい。 

・利用するときは、毎回ダイヤを見て乗るので不便はない。大変、満足している。 

・ずっと乗っているので、変更がない方が良い。バスの時間に生活を合わしている。 

 年をとると、変化に合わせるのがしんどい。 

 

◯通勤・通学の方 

・終バスをもっと遅くまで運行して欲しい。 

                                （高向地域在住の会社員の方） 

・毎回、5、6分ほど遅延する時間帯があり、塾に遅れたことがあった。 

                                （滝畑地域在住の中学生の方） 

・朝は丁度良い時間のバスがない。帰りは早く終わるため、もう少し遅い時間のバス 

 が欲しい。                          （高向地域で勤務の方） 

・長野車庫以北は高向線もあるので、高向以南の事をもっと考えて欲しい。              

                                （日野地域在住の方） 

・日野・滝畑コミュニティバスがないときは、天野山線の水落、上原口停留所あたりか 

 ら歩いている人も多い。区間定期が欲しい。       （中高向在住の方） 

 

 

 

第１～３回までの主な意見   

8．あなたのご意見をお聞かせ下さい。（その他のご意見） 



7 

◯その他、日野滝畑コミュニティバスについて 

・あるだけで嬉しい。 

・全体的に満足している。 

・（他の路線に比べ、険しい道が多い中で）運転手さんの運転が上手。 

 

◯日野・滝畑コミュニティバス含め、バス全体について 

・路線を増やして欲しい。 

・堺市のお出かけ応援のようなものが河内長野にも必要。 

・夏場、暑いので停留所停車中のバス車内で待たして欲しい。 

・運行終了後、長野車庫に行くなら、せめて高向行きにして欲しい。 

・車椅子の方が乗車する際に、運転手さんが助けてくれて親切。 

・運転手さんの対応が丁寧。 

・モックルカードがすごく良い。いつも使っている。 

・河内長野市の地図が欲しい（大阪市在住の方）。 
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調査当日の利用状況について 

第1回 5/17（火））  Ｎ＝227 
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第2回 8/17（水）   
 Ｎ＝247 
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第3回 11/12（土）    Ｎ＝371 



バスの乗り方教室について（報告） 

実施日  ：H28.11.20(日)   
実施場所：モックルフルル広場 
活動目的：バスの乗り方について市民に周知し、バスへの親近感を高めて 
       もらうため。 
活動概要：河内長野市地域公共交通網形成計画事業（利用促進）の１つ。 
       南海バス㈱と共同で実施 
 

koutuu
タイプライターテキスト
その他案件②

koutuu
長方形



★当日の様子★ 

朝早くから、南海バス㈱さん
が来てくれました 

H27.11.20             
モックルフルル広場にて 



★当日の様子★ 
★
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
開
催
中
★ 

参加した方へ南海バス㈱さんから 
下敷きプレゼント♪ 



★当日の様子★ 
～最後にじゃんけん大会～ 

勝ち残った人には南海バス㈱さん
から素敵な景品プレゼント♪ 

◇景品のサウンドカー◇ 
（南海バス㈱さんが持って

きてくれました！） 
ゲットした子どもさん達は

大喜びです★ 



★当日の様子★ 
☆教室の時間以外は、バスを開放☆ 
子ども達は、憧れの運転手さんの 

制服を着て記念撮影♪ 



調査の目的：Ｈ２８年３月に50,000部作成し、全戸配布した総合時刻表入りバ 
    スマップについてのニーズや認知度を調査するため。 

公共交通に関するアンケートの結果について（報告） 



知っている 
24% 

 知ってい

ない 
76% 

問１．河内長野ナビを知っていますか？ 

知っている 
23% 

 知らない 
75% 

無回答 
2% 

Ｎ＝141 



問２．（問１で「知っている」と回答した方にお伺いしします） 
    利用したことはありますか？ 

ある 
58% 

ない 
42% 

Ｎ＝33 
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問３．実際に利用したのは、どのページですか？（複数回答可） 
Ｎ＝41 
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問４．バスについて知りたいと思う情報は何ですか？ （複数回答可） 
Ｎ＝139 

その他の意見について 
・モックルコミュニティバスの停留所の位置。 
・乗り換えの方法。 
・千代田駅～三日市町駅に行くとき。 
・雪の日のバス情報。 
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問５．バスの乗り方等、利用する上で分からないことがありますか？（複数回答可） 
 

Ｎ＝114 

その他の意見について 
・乗り継ぎで困ったことがあります。 



市内 
84% 

市外 
16% 

問６．お住まいの地域はどこですか？ 
Ｎ＝141 
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問６．１．河内長野市内と回答した方の内訳 



平成28年度 市民意識調査 

●満18歳以上90歳未満の市民2,000人対象（住民基本台帳から無作為抽出） 

●有効回答数889票 

 

 

 

① 協働の意識 
② 普段の外出状況 
   同伴者の有無や消費行動の変化 
③ バス交通 

43 

94 

99 

159 

151 

187 

110 

44 

 無回答 2 

18歳・19歳 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 

80歳代 

無回答 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

男性 
43% 女性 

56% 

無回答 
1% 

単位：（人） 

koutuu
タイプライターテキスト
その他案件③

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト



くすまる5周年記念式典の様子 H2 8年1 0月30日（日）       
 

式典に集まった地域住民 

式典会場へ、くすまる登場 

式典に集まった地域住民 

koutuu
タイプライターテキスト
その他案件④

koutuu
タイプライターテキスト

koutuu
タイプライターテキスト



くすまる5周年記念式典の様子 H2 8年1 0月30日（日） 

ご来賓の方からのご挨拶 

子ども達から運転手さんへ花束贈呈 日野副会長からも祝辞が！ 



くすまる5周年記念式典の様子 H2 8年1 0月30日（日） 

お祝いムードを盛り上げる歌の披露 
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